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令和４年第１回竜王町議会定例会（第５号） 

                            令和４年３月２５日 

                            午後１時００分開議 

                            於 議 場 

１ 議 事 日 程（第５日） 

日程第 １ 発委第１号 竜王町議会委員会条例の一部を改正する条例 

日程第 ２ 議第 ４号 竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条 

            例 

日程第 ３ 議第 ５号 竜王町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関す 

            る条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第 ６号 竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ５ 議第２９号 令和３年度竜王町一般会計補正予算（第９号） 

日程第 ６ 議第１８号 令和４年度竜王町一般会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ７ 議第１９号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

            予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ８ 議第２０号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ９ 議第２１号 令和４年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１０ 議第２２号 令和４年度竜王町介護保険特別会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１１ 議第２３号 令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１２ 議第２４号 令和４年度竜王町水道事業会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１３ 議第２５号 令和４年度竜王町下水道事業会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１４ 議会広報特別委員会委員長報告 

日程第１５ 地域活性化特別委員会委員長報告 
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日程第１６ 所管事務調査報告 

      （議会運営委員会委員長報告） 

      （総務産業建設常任委員会委員長報告） 

      （教育民生常任委員会委員長報告） 

日程第１７ 議員派遣について 

日程第１８ 委員会の閉会中の継続調査の申出について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番 澤 田 満 夫   ２番 中 村 匡 希 

 ３番 福 田 優 三   ４番 鎌 田 勝 治 

 ５番 橘   せつ子   ６番 尾 川 幸左衞門 

 ７番 大 前 セツ子   ８番 磯 部 俊 男 

 ９番 小 西 久 次  １０番 森 島 芳 男 

１１番 岡 山 富 男  １２番 貴 多 正 幸 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 西田 秀治  教育委員会教育長 甲津 和寿 

副 町 長 杼木 栄司  総 務 主 監 市田 重宏 

住 民 福 祉 主 監 兼 
発 達 支 援 課 長 

奥  浩市  産 業 建 設 主 監 井口 清幸 

会 計 管 理 者 小森久美子  総 務 課 長 間宮 泰樹 

未 来 創 造 課 長 図司 明徳  中 心 核 整 備 課 長 森  徳男 

税 務 課 長 中島 孝之  生 活 安 全 課 長 冨田 尚弘 

住 民 課 長 寺嶋  要  福 祉 課 長 西村 忠晃 

健 康 推 進 課 長 川嶋 正明  農 業 振 興 課 長 中山 孝彦 

商 工 観 光 課 長 岩田 宏之  建 設 計 画 課 長 市岡 忠司 

上 下 水 道 課 長 森岡 道友  教 育 総 務 課 長 町田 啓司 

学 校 教 育 課 長 山本 照代  生 涯 学 習 課 長 込山 佳寛 

５  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 西川 良浩  書 記 井村奈緒美 
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開議 午後１時００分 

○議長（貴多正幸） 皆さん、こんにちは。ただいまの出席議員数は１２人であり

ます。よって、定足数に達していますので、これより令和４年第１回竜王町議会

定例会を再開いたします。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 発委第１号 竜王町議会委員会条例の一部を改正する条例 

○議長（貴多正幸） 日程第１ 発委第１号、竜王町議会委員会条例の一部を改正

する条例を議題といたします。 

提出理由の説明を求めます。 

提出者、議会運営委員会委員長、小西久次議員。 

○議会運営委員会委員長（小西久次） 発委第１号、竜王町議会委員会条例の一部

を改正する条例。 

令和４年３月２５日提出。 

提出者 竜王町議会運営委員会 

委員長 小西 久次 

提案理由を述べさせていただきます。 

竜王町議会委員会条例の一部を改正する条例について、提出理由、町行政組織

機構の見直しが令和４年４月１日から実施されることにより、常任委員会の所管

する課が変更となることから、竜王町議会委員会条例の一部を改正するものです。 

以上でございます。 

○議長（貴多正幸） 以上で、提出理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 
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これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

日程第１ 発委第１号を原案のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第１ 発委第１号は原案

のとおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 議第 ４号 竜王町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条 

            例 

○議長（貴多正幸） 日程第２ 議第４号、竜王町職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例を議題として、質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

日程第２ 議第４号を原案のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第２ 議第４号は原案の

とおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第 ５号 竜王町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関す 

            る条例の一部を改正する条例 

○議長（貴多正幸） 日程第３ 議第５号、竜王町特別職の職員で常勤のものの給

与および旅費に関する条例の一部を改正する条例を議題として、質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 
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○議長（貴多正幸） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

日程第３ 議第５号を原案のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第３ 議第５号は原案の

とおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ４ 議第 ６号 竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

○議長（貴多正幸） 日程第４ 議第６号、竜王町職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例を議題として、質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

５番、橘せつ子議員。 

○５番（橘せつ子） 上程されています議第６号、竜王町職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例について、反対の立場から討論します。 

令和３年８月１０日の人事院勧告を受け、国が同年１１月２４日に令和３年度

の期末手当の支給月数の引下げ分を、令和４年６月の期末手当から減額を行う決

定を示したことで、竜王町においても、職員給与の期末手当を減額するための条

例の一部改正のことですが、これには同意できません。 

今回、国のコロナ禍の異例状況下で、経済対策に鑑みての措置とされています

が、公務員給与の削減が経済対策になるとは考えられず、それにより、民間労働

者の賃金引下げにもつながる可能性があります。本来なら、賃上げにより需要拡

大が望まれるところですが、このような対応では、経済全体の循環は進まず、景

気回復も望めません。国の閣議決定に準拠するとはいえ、竜王町ではコロナ禍に
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あって、緊急対応等で町民の苦難軽減のため奮闘し、業務にも取り組んでいる町

職員の期末手当を減額することは、労働意欲をそぐことにもなります。賃金を下

げるのではなく、今こそ人材確保をするためにも、賃金や労働諸条件など公務労

働にふさわしい処遇改善が必要です。 

また、会計年度任用職員制度についても、正規職員との不合理な格差や不安定

な雇用が問題になっていますが、再任用職員やパートを含む会計年度任用職員の

処遇改善は特に必要だということを申し上げて、本議案についての反対討論とし

ます。 

○議長（貴多正幸） ほかに討論ありませんか。 

１０番、森島芳男議員。 

○１０番（森島芳男） 議第６号、竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について、賛成の立場で討論いたします。 

人事院における給与勧告の骨子の中に、給与勧告制度の基本的な考え方という

のがありまして、その中に、「公務には市場の抑制力という給与決定上の制約が

ないことから、給与水準は、経済・雇用情勢等を反映して労使交渉等によって決

定される民間の給与水準に準拠して定めることが最も合理的」となされています。

職員組合ともしっかりとお話をされた中で、この給与改定の条例をなされている

こととなっています。 

このコロナ禍の中で、日々仕事をこなしていただいている職員の期末手当を引

き下げるというのは、私自身も非常に心苦しく思いますが、逆に言えば、民間と

の整合性を図るため、コロナ禍の中で致し方のないことだと考えます。職員の仕

事に対する意欲も下がるかも分かりませんが、ここは何とか皆さんと協力してい

ただいて、この給与改定を賛成し、日々の仕事に励んでいただきたいと思います。 

以上のことから、議第６号、竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例について、賛成の立場で討論といたします。 

○議長（貴多正幸） ほかに討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

日程第４ 議第６号を原案のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 
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○議長（貴多正幸） 起立多数であります。よって、日程第４ 議第６号は原案の

とおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ５ 議第２９号 令和３年度竜王町一般会計補正予算（第９号） 

○議長（貴多正幸） 日程第５ 議第２９号、令和３年度竜王町一般会計補正予算

（第９号）を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま上程いただきました議第２９号につきまして、提案

理由を申し上げます。 

議第２９号、令和３年度竜王町一般会計補正予算（第９号）につきましては、

新型コロナウイルス感染症対策として実施しております子育て世帯への臨時特別

給付金事業について、令和４年３月３１日までに出生した新生児が対象とされて

おり、給付が令和４年度になる可能性があることから、繰越明許費を追加するも

のでございます。 

以上、提案理由といたしますので、よろしく御審議を賜り御承認いただきます

ようお願い申し上げます。 

○議長（貴多正幸） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

これより日程第５ 議第２９号、令和３年度竜王町一般会計補正予算（第９号）

を議題として、質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。 

日程第５ 議第２９号を原案のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第５ 議第２９号は原案
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のとおり可決されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ６ 議第１８号 令和４年度竜王町一般会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ７ 議第１９号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

            予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ８ 議第２０号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第 ９ 議第２１号 令和４年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１０ 議第２２号 令和４年度竜王町介護保険特別会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１１ 議第２３号 令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１２ 議第２４号 令和４年度竜王町水道事業会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

日程第１３ 議第２５号 令和４年度竜王町下水道事業会計予算 

            （予算決算常任委員会委員長報告） 

○議長（貴多正幸） 日程第６ 議第１８号、令和４年度竜王町一般会計予算から

日程第１３ 議第２５号、令和４年度竜王町下水道事業会計予算までを一括議題

といたします。 

本案は、予算決算常任委員会に審査を付託しておきましたので、その審査の経

過と結果について委員長より報告を求めます。 

予算決算常任委員会委員長、尾川幸左衞門議員。 

○予算決算常任委員会委員長（尾川幸左衞門） 議第１８号から２５号、予算決算

常任委員会報告。 

令和４年３月２５日 

委員長 尾川幸左衞門 

去る３月８日の本会議において、本委員会に審査の付託を受けました議第１８

号から議第２５号までの令和４年度竜王町一般会計予算、並びに令和４年度竜王
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町特別会計予算５会計、水道事業会計予算及び下水道事業会計予算の合計８議案

について、審査の経過と結果を報告します。 

本委員会は、去る３月１４日から１７日までの４日間、午前９時より３０１会

議室において、委員全員出席の下、西田町長、甲津教育長、関係主監、次長及び

関係職員の出席を求め、説明を受け審査いたしました。 

議第１８号、令和４年度竜王町一般会計予算について。 

令和４年度の一般会計予算は、歳入歳出それぞれ６７億２，９００万円で、前

年度に比べ７億３，０００万円の増額、率にして１２．２％の増となっています。

令和４年度当初予算は、「明るく元気で活力あふれる強いまち竜王町」、「次世

代に誇れるまち竜王町」づくりを柱とし、第六次総合計画で定めた１０年後のあ

るべき姿、「若者も暮らしたい希望かなえる 輝竜の郷 ～心弾む 新時代への

チャレンジ～」の実現に向けた施策を推進していくことに予算が重点配分されて

います。 

歳入においては、町税を３４億９，２５３万円見込み、対前年度２億８，４２

７万円の増額、８．９％の増収を見込んでいます。この影響等により、普通交付

税及び臨時財政対策債については皆減となり、令和３年度は交付団体でありまし

たが、令和４年度は不交付団体となる見込みです。歳出削減及び再入確保に努め

ても、なお不足する所要の財源のため、財政調整基金から３億４，４９６万円を、

また、コンパクトシティ化構想に基づく竜王小学校移転新築事業に対しては、竜

王小学校改築基金から６，０００万円を取り崩す予算編成となっています。 

次に、歳出の主なものは、コンパクトシティ化構想実現に向けた中心核の整備

として８億１，３１６万円、竜王らしい農村環境の整備に９０７万円、道路ネッ

トワークの強化と地域交通の充実に１億６，０１２万円、町の魅力発信による新

たな企業誘致の推進と定住の促進に９，５８６万円、安心して暮らせるまちづく

りに３億１，９２４万円、みんなで進めるまちづくりに１億９，７４０万円、新

型コロナウイルス感染症に対する主な予算１，８９１万円等を計上した予算とな

っています。 

主な質疑応答。 

【総務部門】 

問）自治会館整備事業の補助限度額は５００万円ということであるが、資金が

ない集落がある。もう少し補助金額のアップは可能か。 

答）各市町の助成状況、財政的な負担を考慮して限度額を設けている。町単独
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事業であり、５００万円の限度とする。 

問）公有財産購入費の土地取得費の方式について、どのように査定し、どのよ

うに購入するのか、教えてほしい。 

答）不動産鑑定額を基にしている。参考までに、農地の売買市場は、農地とし

ての売買と転用を伴う売買の２つの市場があり、価格帯が違う。今回は宅地への

転用目的の売買となる。鑑定価格は近隣の取引事例などにより決めると鑑定士か

ら確認している。 

【住民福祉部門】 

問）重層的支援会議には、福祉課、自立支援課、健康推進課の３課は入ると思

うが、ほかに社会福祉協議会なども入るのか。 

答）３課は必ず入るが、ケースによっては社会福祉協議会や子ども関係であれ

ば教育委員会も入ってもらうように考えている。 

問）放課後児童健全育成事業の中で、竜王西幼稚園跡施設改修工事が高額にな

っているが、改修の内容を教えてほしい。 

答）建築基準法、消防法に伴う改修、トイレや洗面所が幼稚園児の仕様であり、

大人用に改修等を行うことから事業費が高額となっている。 

【産業建設部門】 

問）竜王に戻ってきて農業に従事している若い人がいる。会社員時代に比べる

と収入が減少しているが、若い後継者を育てる研修施設などを設けてはどうか。 

答）農業振興ビジョン策定で農業従事者にヒアリングを行った結果、研修機会

が欲しいとの声があった。町規模での研修施設は難しいので、東近江管内で研修

会等を進めていきたい。 

問）耐震改修促進計画について、県の変更に伴い見直しをされると思うが、目

標値が現実とかけ離れた数値になっていたが、今回の変更は現実と目標が合致す

るのか。 

答）今回の計画見直しは、中間見直しとしての時点修正である。現実的にでき

る限り則した計画にしていきたいと考えるが、県との計画の調整が必要であり、

できる対応をしていきたい。 

【教育委員会部門】 

問）ＧＩＧＡスクール構想に基づいた１人１台端末を使った学習について、タ

ブレット端末の活用状況は。 

答）タブレット端末を使った家庭での活用は、中学校では１月から持ち帰りを
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始め、授業の同時配信をしている。小学校では、欠席をしている子どもの家庭に

連絡をし、必要な場合は授業の同時配信として活用している。 

問）竜王小学校建築設計業務委託の発注の仕方について、コンペ、プロポーザ

ル、一般・指名競争入札があるが、どのような発注を考えているのか。コンペ、

プロポーザルの場合、意匠とデザインについては専門の委員が必要と考えるが。 

答）プロポーザル方式を考えているが、検討段階ですので、これから詳細は検

討する。 

議第１９号、令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算に

ついて。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３億３，２４０万円で、前年度比

較２億８，１８０万円の減額、率にして１７．５％の減となっています。 

歳入の主なものは、県支出金が１０億３，１９１万３，０００円、国民健康保

険税が２億１，３４８万５，０００円です。 

歳出の主なものは、保険給付費が１０億１，６７２万３，０００円です。 

主な質疑応答。 

問）国保税について、滞納分の金額が実際の滞納の額ということか。 

答）滞繰分の金額は、前年度の最終の収納率を基にして全体の滞納額にその収

納率を掛けて算出しているため、実際の滞納額ではない。 

議第２０号、令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）予算に

ついて。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ医科１，２６０万円で前年度比較１

００万円の増額、率にして８．６％の増、歯科は４，７９０万円で前年度比較２

００万円の減額、率にして４．０％の減となっています。 

医科では、歳出の主なものは、総務費が１，０２８万２，０００円です。 

歯科では、歳入の主なものは、診療収入が４，２７９万７，０００円、歳出の

主なものは、総務費が３，８１２万５，０００円、医業費が９２６万５，０００

円です。 

主な質疑応答。 

問）財産貸付収入について、土地貸付の収入は調剤薬局だが、増額になった理

由を教えてほしい。 

答）土地と建物と両方あり、土地は周辺土地の評価に基づき単価は同じだが、

建物については、新築した際の見積り等から算出しているので単価が上がってお
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り、今回の計上額となった。 

議第２１号、令和４年度竜王町学校給食事業特別会計予算について。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５，８６０万円で、前年度比較７０

万円の減額で、率にして１．２％の減となっています。 

歳入の主なものは、給食費負担金が５，８４９万６，０００円です。また、歳

出は、給食事業費５，８６０万円で、うち給食にかかる資材費が５，８５６万円

です。 

主な質疑応答。 

問）給食費負担金について、幼小中の新年度は何名分なのか。 

答）こども園の園児１０７人分、小学校の児童６５６人分、中学校の生徒３７

１人分です。その他は、教職員や非常勤の先生方、給食センターの職員等が含ま

れています。 

議第２２号、令和４年度竜王町介護保険特別会計予算について。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０億３５０万円で、前年度比較５，

８６０万円の減額、率にして５．５％の減となっています。 

歳入の主なものは、第１号被保険者保険料が２億６，１５０万９，０００円、

国庫支出金が１億９，６１４万９，０００円、支払基金交付金が２億６，２９１

万６，０００円、繰入金が１億４，３３７万円です。 

歳出の主なものは、保険給付費の居宅介護サービス給付費が３億１，７５９万

６，０００円、施設介護サービス給付費が３億１６１万３，０００円、地域密着

型介護サービス給付費が２億２，５７３万９，０００円です。 

質疑は特にありませんでした。 

議第２３号、令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算について。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３，３２０万円で、前年度比較

１，４６０万円の増額、率にして１２．３％の増となっています。 

歳入の主なものは、後期高齢者保険料が１億１３１万２，０００円、一般会計

繰入金が２，９５１万８，０００円です。 

歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金が１億２，９２４万円です。 

質疑は特にありませんでした。 

議第２４号、令和４年度竜王町水道事業会計予算について。 

第２条業務の予定量は、給水戸数が３，９５０戸で年間総配水量は１５８万㎥、

１日平均給水量は４，０００㎥です。主な建設改良事業として、管路更新事業で
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８,９００万円を見込んでいます。 

第３条予算は、収益的収入の予定額が３億５，７８７万３，０００円で、前年

度比較５６万円の減額、率にして０．２％の減です。収益的支出の予定額は３億

２，９２３万６，０００円で、前年度比較７７０万３，０００円の減額、率にし

て２．３％の減です。 

収入の主なものは、営業収益が３億９２万６，０００円で前年度より減額、営

業外収益が５，６９３万７，０００円で前年度より減額となっています。 

支出の主なものは、営業費用が３億１，５２４万７，０００円で前年度より減

額、営業外費用が１，３６８万９，０００円で前年度より減額となっています。 

第４条予算は、資本的収入の予定額が１億１，６００万円で、前年度比較６，

１７０万円の減額、率にして３４．７％の減です。資本的支出の予定額は１億８，

７０６万７，０００円で、前年度比較６，５６８万３，０００円の減額、率にし

て２６．０％の減です。 

主な質疑応答。 

問）水道ビジョンは情勢を見て改定していくものであると考える。企業庁の協

定水量が変わったことも経営には大きな要因だと思う。水道ビジョンの見直しを

検討するということではなく、見直しをしないのか。 

答）水道ビジョンの見直しについて、中間見直しをするのか、中間が過ぎてい

るので、計画の終期である令和７年度を早めて計画自体を見直すのかを含めて総

合的に検討したい。 

議第２５号、令和４年度竜王町下水道事業会計予算について。 

第２条業務の予定量は、接続戸数が３，３００戸で年間総処理水量は１５３万

１，０００㎥、１日平均処理水量は４，２００㎥です。主な建設改良事業として、

管渠更新事業で５，７６０万円を見込んでいます。 

第３条予算は、収益的収入の予定額が５億２，４５０万２，０００円で、前年

度比較１，６１９万４，０００円の増額、率にして３．２％の増です。収益的支

出の予定額は５億１，２２７万４，０００円で、前年度比較１，６７３万６，０

００円の増額、率にして３.４％の増です。 

収入の主なものは、営業収益が１億７，９６５万１，０００円で前年度より増

額、営業外収益が３億４，４８４万７，０００円で前年度より増額となっていま

す。 

支出の主なものは、営業費用が４億６，３７１万７，０００円で前年度より増
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額、営業外費用が４，８０５万７，０００円で前年度より減額となっています。 

第４条予算は、資本的収入の予定額が２億４８０万９，０００円で前年度比較

６，８４５万６，０００円の減額、率にして２５．１％の減、資本的支出の予定

額は３億８，５３６万８，０００円で前年度比較４，４７５万２，０００円の減

額、率にして１０．４％の減となっています。 

主な質疑応答。 

問）損益勘定支弁職員について、来年度から１人増えるのか。 

答）課全体で、現在１人の職員が育休に入っており、１人増やすことで計上し

ている。 

以上、慎重審査の結果、議第１８号は賛成多数、議第１９号、議第２０号、議

第２１号は全員賛成、議第２２号、議第２３号は賛成多数、議第２４号、議第２

５号は全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しましたので報告いたします。 

○議長（貴多正幸） ただいま予算決算常任委員会委員長より審査の経過と結果の

報告がございました。 

これより委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、質疑はこれで終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論ありませんか。 

５番、橘せつ子議員。 

○５番（橘せつ子） 議第１８号、令和４年度竜王町一般会計予算案について。 

本議案を認定とする予算決算常任委員会の委員長報告について、反対の立場か

ら討論します。 

今回、予算案には、コンパクトシティ化構想の中心核整備で交流・文教ゾーン

の造成、道路改築実施設計と用地取得のため５億９，２１９万円、また、竜王小

学校移転新築で、小学校建設基本設計及び実施設計で２億２，０９７万円が上程

されました。 

人口減少対策として、若者も住みたくなるまちづくりのため、将来に向けた投

資を積極的に行う予算と言われていますが、コロナ禍で先行きも不透明な状況下

で、このような大型開発事業を進めることは危険と隣り合わせです。現在は安定

した財政かもしれませんが、コロナ禍のパンデミックはどのような状況になるか
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見当がつきません。慎重な対応が望まれるところです。 

中心核整備計画についてはどのくらいの予算を考えておられるのでしょうか。

交流・文教ゾーンだけでも約５５億円と言われていますが、これで収まるのでし

ょうか。他の複合ゾーンや住宅地の整備については民間企業の活力をお借りする

が、まだ検討中と言われていましたが、これから一体どのくらいの費用がかかる

のでしょうか。中期・長期の財政計画も示されないまま、事業予算を小出しに進

めるというのでは、町民にとっては不安が募るばかりです。 

また、輝竜の郷づくり懇談会では、起債発行後の返済について、借入金は約３

０～３５億円の見込みで、３０年返済で年約１．６億円となる。現在、約４億円

の返済をしているので、年返済は約５．６億円になると言われていますが、これ

では、起債返済の多くは次世代の若者が担うことになります。今後、複合ゾーン

や住宅地の整備についても費用がかかりますし、他の建設事業等を考えると、当

然借金は増えることが予想されます。人口減少にある中、次世代に借金を残さな

いようにしてほしいという願いから、かけ離れたものになっています。 

また、災害、特に水害の浸水想定区域としての対応について、交流・文教ゾー

ンの予定地はもとより、竜王小学校跡地も盛土等対策を施すことで、居住誘導区

域にすることに問題はないということですが、安全面に対する不安は残ります。

これらの不安材料が問題が十分解消されない中では、上程されている予算につい

ては同意できません。 

以上で反対討論といたします。 

次に、議第２２号、令和４年度竜王町介護保険特別会計予算について。 

本議案を認定する予算決算常任委員会の委員長報告について、反対の立場から

討論します。 

昨年、令和３年第１回定例会で、第８期介護保険事業計画策定により竜王町介

護保険条例の一部が改正され、介護保険料が値上げされました。収入変動なしな

ら、３年間は同額の保険料が徴収されることになります。コロナ禍で収入源の方、

また、高齢者の方は、年金から先に引かれて徴収されることになることから、生

活苦の声も聞いています。また、昨年８月から補足給付制度の食費及び高額介護

サービス費の自己負担限度額の見直しが行われ、一部の利用者負担が引き上げら

れました。 

この制度については、今まで介護保険の中で対応されてきたものが国の見直し

で利用者の自己負担増となり、今後もこのような対応がされると問題と思われま
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す。次年度もこの制度が引き続き実施されることから、ぜひ町としての対策が望

まれるところです。 

町は、独自に介護予防、生活支援事業など努力をいただいていることについて

は承知しておりますが、これらについては国の制度の問題が大きく、根本的な対

応が望まれるところです。国民が負担の心配なく、また、介護が必要になったと

き、安心してサービスが受けられるようにするべきだと思います。 

以上、反対討論とします。 

次に、議第２３号、令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算について。 

本議案を認定とする予算決算常任委員会の委員長報告について、反対の立場か

ら討論します。 

後期高齢者医療保険制度は、７５歳以上の全ての高齢者と、一定の障がいのあ

る方でこの制度を選択した人が加入となっています。制度発足当初の保険料軽減

措置の廃止により、７５歳以上の多くの高齢者の保険料が大幅に引き上げられて

います。高齢者の医療確保に関する法律の第２条では、自助と連帯の精神に基づ

き、自ら加齢に伴って生ずる心身の変化を自覚して、常に健康の保持増進に努め

るとともに、高齢者の医療に要する費用を公平に負担すると定めています。です

から、医療給付費の増加や後期高齢者の人口増に合わせて、保険料が自動的に引

き上がる仕組みになっています。保険料額は２年ごとに改定され、来年度には、

均等割が６４８円値上がりとなり、４万６，１６０円となります。 

また、国は新たに制度を見直し、１０月から、例えば１人世帯で年金収入とそ

の所得が２００万円以上の収入がある高齢者が医療機関で支払う窓口負担を、１

割から２割にすることが出されています。これでは、コロナ禍で受診控えの上に、

さらに経済的な面でも受診控えをする人が出てくる可能性があります。 

現役世代の負担軽減のために行う措置とのことですが、それなら、まず、現在

３５％になっている国の医療費負担分を、制度導入当時の４５％に戻すべきでは

ないかと思います。 

一方、年金はこの４月からさらに０．４％引き下げられ、消費者物価が上がる

下で、高齢者の生活は一層大変になってきています。今でも、年金は増えないが

保険は値上がり、コロナ禍でまた物価も値上がり、生活が一層大変になった、切

り詰めるところを考えている、そういう声も聞いていますが、とても深刻です。 

町は独自にいろいろ努力していただいていると思いますが、国民皆保険の日本

で高齢者だけを別の制度にして、自助と共助で公平な負担を求めることや、保険
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料や医療内容に格差があることも問題と思います。制度の抜本的な見直しが必要

です。誰でもみなが年を取り、病院にかかることが増えますし、社会的にも弱者

になっていくのです。高齢者が負担少なく、安心して医療が受けられるようにす

るのが、本来の制度の在り方と思います。 

以上、反対討論とします。 

○議長（貴多正幸） ほかに討論ありませんか。 

７番、大前セツ子議員。 

○７番（大前セツ子） 議第１８号、令和４年度竜王町一般会計予算について、賛

成の立場で討論します。 

令和４年度当初予算は、歳入歳出予算総額を６７億２，９００万円とし、対前

年度比１２．２％増と、過去最大の予算となっています。中でも、竜王町コンパ

クトシティ化構想の実現等、将来に向けた積極的予算として約８億１，０００万

円の予算が上程されていて、内訳として、交流・文教ゾーンの造成、道路改築実

施設計、用地取得等、さらには竜王小学校移転新築に向けた準備に伴う予算が計

上されています。 

竜王町コンパクトシティ化構想は、令和２年度から具現化に向けた取組が開始

され、令和３年度には、竜王小学校建設基本計画、交流・文教ゾーンの敷地造成

基本設計、道路予備設計、水道配水管敷設基本計画等の予算を認め、計画されて

きました。また、町広報誌等による町民周知、そして、今年２月には、町内３か

所の計５回の輝竜の郷づくり懇談会において、町民への説明も行われ、一定の理

解も得られたと思います。今後も、加速する超少子高齢化や人口減少を見据えた

中で、竜王町コンパクトシティ化構想の実現に向けた中心核整備、特に竜王小学

校の建替えを含めた交流・文教ゾーンの整備については、最優先事項として着実

に推進しているものです。 

そのほか、新年度予算には、「豊かさ」、「やさしさ」、「つながり」の実現

に向け、新型コロナウイルス感染症対策、子育てや福祉、教育等への予算も前年

度同様に計上されています。 

以上のことから、議第１８号、令和４年度竜王町一般会計予算の賛成討論とし

ます。 

○議長（貴多正幸） ほかに討論ありませんか。 

８番、磯部俊男議員。 

○８番（磯部俊男） 議第２２号、竜王町介護保険特別会計予算の賛成での討論を
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します。 

６５歳以上の被保険者の介護保険料は、各市町において３年ごとに改正がなさ

れます。令和４年度における介護保険料は、令和３年度から令和５年度までに実

施される、第８期介護保険事業計画の作成と併せて改正されたものであります。

改正された介護保険料を財源の一部として、保険給付事業や相談事業、介護予防

等に取り組む地域支援事業を展開することとされています。 

竜王町は、令和２年度において、２７．５％と超超高齢化社会となっています

が、現行の介護保険料を含め、事業計画に基づいた予算対応をすることが必要と

考えます。 

なお、第８期介護保険事業計画の策定に当たり、介護保険料について所得段階

を９～１２段階に細分化し、低所得者の皆様方の介護保険料が軽減の対応がなさ

れています。介護保険料の上昇を抑制させるには、介護予防事業や健康事業に取

り組むことにより、要介護状態になることを少しでも遅らせる意識を普及させる

ことも、重要であると考えます。 

以上のことから、議第２２号、竜王町介護保険特別会計予算の賛成討論といた

します。 

○議長（貴多正幸） ほかに討論ありませんか。 

９番、小西久次議員。 

○９番（小西久次） 議第２３号、令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算

について、賛成の立場で討論します。 

後期高齢者医療の保険料は毎年、後期高齢者医療広域連合が決定し、２年ごと

に保険料率の改定がされ、個人単位で賦課されてきました。保険料額は、被保険

者全員が負担する均等割、所得に応じ負担する所得割で構成されます。後期高齢

者医療制度を持続可能なものにするためには、これを支える現役世代の理解を得

ることが不可欠であります。 

団塊の世代が２０２２年から７５歳以上の高齢者となることから、被保険者の

数が増加します。さらに、１人当たりの医療給付費、後期高齢者負担率について

も、第７期に比べ増加が見込まれます。このような状況下において、それを支え

る現役世代が減少する中で、このままではその世代の負担がさらに大きく上昇し

ていくことになります。若い世代は貯蓄も減少、住居費、教育費の他の支出も大

きいという事情を考えると、負担能力のある方に負担をしてもらうことにより、

現役世代の負担の上昇を減らすことが最も重要な課題と考えます。このことによ
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り、後期高齢者の患者の窓口負担割合についても、一定の所得のある方に負担し

てもらう改革が必要であると考えます。 

しかし、何よりも優先すべきことは、有病率の高い高齢者に必要な医療が確保

されることであり、他の世代と比べて高い医療費、低い収入といった後期高齢者

の実態を踏まえ、自己負担の見直しにより、必要な受診が抑制されることが生じ

ないようにすることが不可欠であります。 

これらを鑑み、患者負担割合について、一定所得のある方の負担割合を２割に

する改革がされるものであります。 

よって、令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算については、賛成する

ものでございます。 

以上でございます。 

○議長（貴多正幸） ほかに討論ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、討論はこれで終結いたします。 

これより採決を行います。 

採決は、１議案ごとに行います。 

お諮りいたします。 

日程第６ 議第１８号、令和４年度竜王町一般会計予算について、委員長報告

のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立多数であります。よって、日程第６ 議第１８号は委員

長報告のとおり可決されました。 

日程第７ 議第１９号、令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）予算について、委員長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第７ 議第１９号は委員

長報告のとおり可決されました。 

日程第８ 議第２０号、令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）予算について、委員長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めま

す。 

［賛成者起立］ 



139 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第８ 議第２０号は委員

長報告のとおり可決されました。 

日程第９ 議第２１号、令和４年度竜王町学校給食事業特別会計予算について、

委員長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第９ 議第２１号は委員

長報告のとおり可決されました。 

日程第１０ 議第２２号、令和４年度竜王町介護保険特別会計予算について、

委員長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立多数であります。よって、日程第１０ 議第２２号は委

員長報告のとおり可決されました。 

日程第１１ 議第２３号、令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて、委員長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立多数であります。よって、日程第１１ 議第２３号は委

員長報告のとおり可決されました。 

日程第１２ 議第２４号、令和４年度竜王町水道事業会計予算について、委員

長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第１２ 議第２４号は委

員長報告のとおり可決されました。 

日程第１３ 議第２５号、令和４年度竜王町下水道事業会計予算について、委

員長報告のとおり決定することに賛成諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（貴多正幸） 起立全員であります。よって、日程第１３ 議第２５号は委

員長報告のとおり可決されました。 

○議長（貴多正幸） この際、申し上げます。ここで午後２時１５分まで暫時休憩

いたします。 

休憩 午後１時５７分 

再開 午後２時１５分 

○議長（貴多正幸） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１４ 議会広報特別委員会委員長報告 

○議長（貴多正幸） 日程第１４ 議会広報特別委員会委員長報告を議題といたし

ます。 

議会広報特別委員会委員長、鎌田勝治議員。 

○議会広報特別委員会委員長（鎌田勝治） 議会広報特別委員会報告。 

令和４年３月２５日 

委員長 鎌田 勝治 

本委員会は、令和３年第４回定例会閉会後の１２月２４日、１月７日、１４日、

２０日の４日間、議会だよりの編集委員会を開催し、令和４年２月１日に議会だ

より１９８号を発行しました。主な記事の内容は、１２月定例会と１１月臨時会

の主に補正予算に関する内容、各委員会活動報告、一般質問です。 

毎年、この時期に開催している令和３年度の議会広報特別委員会研修は、新型

コロナウイルス感染状況を鑑み、中止とすることに決定しました。 

また、本委員会は３月８日に委員会を開催し、次回発行する議会だより１９９

号の編集内容について協議し、原稿作成の役割分担及び編集日程を決めました。

編集の委員会は、定例会閉会後の３月３０日、４月８日、１４日、２０日の４日

間開催し、５月１日に議会だよりを発行することを決定しました。 

以上、議会広報特別委員会報告といたします。 

○議長（貴多正幸） ただいまの議会広報特別委員会委員長報告に対して、質疑が

ありましたら発言願います。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、議会広報特別委員会委員長報告は

これで終結いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１５ 地域活性化特別委員会委員長報告 

○議長（貴多正幸） 日程第１５ 地域活性化特別委員会委員長報告を議題といた

します。 

地域活性化特別委員会委員長、福田優三議員。 

○地域活性化特別委員会委員長（福田優三） 地域活性化特別委員会報告。 

令和４年３月２５日 

委員長 福田 優三 
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本委員会は、３月１０日午後１時より委員全員出席の下、町執行部より西田町

長、甲津教育長、市田総務主監、知禿教育次長及び関係課長等の出席を求め、調

査を行った。 

中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗について。 

１２月１４日から３月１日までの間に着手した業務及び地元との協議の内容や

敷地造成及び道路の概要、並びに令和３年度の実施状況及び令和４年度の事業予

定について説明を受けた。 

地元との協議、町の検討内容は次の４点である。 

１、埋蔵文化財試掘再調査実施に向けた調整。 

２、活用できる補助金等の調査・協議。 

３、収用事業認定申請に向けた調整。 

４、綾戸地区と整備にかかる調整。 

主な質疑応答。 

問）グラウンドの調整池について、洪水による濁水が入ってきた場合、グラウ

ンドの整備はどのように考えているのか。 

答）基本的には雨水を受けるためなので、濁水はないと思う。万が一グラウン

ドが使えなくなった場合は、対応を考えるが、そこまで起こることはないと考え

ている。 

問）調整池から新川に流れるが、排水の能力は大丈夫か。 

答）新川への排水は、既存の排水路から流す予定である。排水路の高さは変え

られないので、調整池は水路より高くし、水を絞って流すので問題はない。 

以上、地域活性化特別委員会報告とします。 

○議長（貴多正幸） ただいまの地域活性化特別委員会委員長報告に対して、質疑

がありましたら発言願います。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、地域活性化特別委員会委員長報告

はこれで終結いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１６ 所管事務調査報告 

      （議会運営委員会委員長報告） 

      （総務産業建設常任委員会委員長報告） 

      （教育民生常任委員会委員長報告） 
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○議長（貴多正幸） 日程第１６ 所管事務調査報告を議題といたします。 

各委員長より報告を求めます。 

議会運営委員会委員長、小西久次議員。 

○議会運営委員会委員長（小西久次） 議会運営委員会報告。 

令和４年３月２５日 

委員長 小西 久次 

本委員会は、１月２４日午前９時より３０１会議室において、委員全員出席の

下、委員会を開催し、執行部より西田町長、市田総務主監、間宮総務課長ほか担

当職員の出席を求め、令和４年第１回臨時会の提案事件について説明を受けまし

た。提案された案件は、国の追加補正等に伴う補正予算１件です。 

次に、同議事の進行について審議し、会議録署名議員の指名、会期を１月２４

日１日限りとすること及び議案の処理について審査決定しました。 

また、令和４年第１回定例会の日程及び今年度の議会報告会について協議をし、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、議会報告会は中止することとしまし

た。 

次に、本委員会は、２月２４日午前９時より３０１会議室において、委員全員

出席の下、委員会を開催し、執行部より西田町長、市田総務主監、間宮総務課長

ほか担当職員の出席を求め、令和４年第１回定例会の提案事件について説明を受

けました。提案された案件は、条例改正８件、補正予算８件、新年度予算８件、

その他３件の計２７件です。また、同議事の進行について審議し、会議録署名議

員の指名、会期を３月２日から３月２５日までの２４日間とすること及び議案の

処理について審査決定しました。 

次に、本委員会は３月４日午前９時より３０１会議室において、委員全員出席

の下、委員会を開催し、竜王町議会委員会条例の一部を改正する条例について審

議し、竜王町課設置条例の一部を改正する条例が提案されたことを受けて、当委

員会より、竜王町議会委員会条例の一部を改正する条例を提出することに決定し

ました。 

その後、令和４年第１回定例会第４日の一般質問について、会議の再開時間及

び１０議員から提出された１０問の質問の順序等を審議しました。第４日の会議

は午前９時から再開し、質問の時間は質問通告書の提出順とすることに決定しま

した。 

次に、３月１１日午前８時３０分より３０１会議室において、委員全員出席の
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下、委員会を開催し、執行部より西田町長、市田総務主監、奥住民福祉主監、間

宮総務課長ほか担当職員の出席を求め、令和４年第１回定例会の追加提案事件に

ついて説明を受けました。追加提案された案件は、子育て世帯への臨時特別給付

金等に伴う繰越明許費補正予算の１件で、議案の処理について審査決定しました。 

さらに、ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議について、提出議員から

説明を受け、議案の処理について審査決定しました。さらに、海事振興連盟から

提出された、国民の祝日「海の日」を７月２０日に固定化する意見書を提出いた

だきたき件の意見書については、議員全員に配付し、周知を図ることとしました。 

以上、議会運営委員会報告とします。 

○議長（貴多正幸） 次に、総務産業建設常任委員会委員長、森島芳男議員。 

○総務産業建設常任委員会委員長（森島芳男） 総務産業建設常任委員会所管事務

調査報告。 

令和４年３月２５日 

委員長 森島 芳男 

本委員会は、３月９日午後１時００分より３０１会議室において、委員全員出

席の下、町執行部から西田町長、市田総務主監、井口産業建設主監ほか関係職員

の出席を求め、所管事務調査を行いました。 

第七次竜王町国土利用計画（案）、竜王町都市計画マスタープラン（変更）

（案）について。 

１、第七次竜王町国土利用計画（案）。 

本計画は、総合的かつ計画的な土地利用を通じて、町土の安全性を高め、持続

可能で豊かな町土を形成する町土利用を図ることを目的としており、第六次竜王

町総合計画で掲げた１０年後のあるべき姿、「若者も暮らしたい 希望かなえる 

輝竜の郷～心弾む 新時代へのチャレンジ～」の実現を土地利用の観点から目指

すものである。 

２、竜王町都市計画マスタープラン（変更）（案）。 

総合計画などの上位・関連計画を踏まえ、都市全体の将来像や土地利用、都市

施設整備の在り方などを明確にし、おおむね２０年後の都市の姿を展望しつつ、

１０年後を目標年次とした都市計画の基本的な方針を示すものである。 

主な質疑応答。 

問）町道西通り線と県道春日竜王線の２つの道路を１本化にすればいいのでは

ないか。 
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答）県道春日竜王線と連動させてバイパス化を進めていきたい。同時に、近江

八幡竜王線についても検討をしていく。 

次の報告事項について、内容の説明を受けた。 

①自治体ＤＸ推進計画・概要版（案）について。 

質疑応答なし。 

②道の駅竜王かがみの里機能拡充検討状況並びに町道山面鏡西線（かがみの里

バイパス）について。 

主な質疑応答。 

問）機能拡充の完成はどのくらいを目標に考えているか。 

答）開発するためには接続道路が必要になるため、用地取得や道路整備と合わ

せてスケジュールを考えていきたい。 

以上、総務産業建設常任委員会所管事務調査報告といたします。 

○議長（貴多正幸） 次に、教育民生常任委員会委員長、磯部俊男議員。 

○教育民生常任委員会委員長（磯部俊男） 教育民生常任委員会所管事務調査報告。 

令和４年３月２５日 

委員長 磯部 俊男 

本委員会は、令和４年３月９日午前９時より３０１会議室において、委員全員

出席の下、町執行部より西田町長、甲津教育長、奥住民福祉主監、知禿教育次長、

小島歯科診療所長、関係課長ほか関係職員の出席を求め、所管事務調査を行いま

した。 

１、超々高齢化社会における歯科保健の重要性について。 

１）年齢別人口の推移と将来推計。 

２）高齢者における歯の健康と医療費。 

３）歯科診療は健康寿命の延伸。 

４）本町の歯科衛生指導状況。 

５）まとめ。 

乳幼児期から高齢期まで切れ目のない歯科保健体制を構築することが大切で、

保健行政・学校・歯科・地域・福祉関係者等が連携して、住民主体の健康づくり

を支援する環境整備が必要となる。 

主な質疑応答。 

問）超々高齢化社会を迎えるに当たり、ケアマネジャーの関わりが大事になる

が、職種により分野は様々である。歯に関する研修会などを通じてケアマネジャ
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ーの水準を平準化することは考えているのか。 

答）ケアマネジャーにはいろいろな職種の方がおられ、口の中を見ることが不

得手の方は多い。令和３年４月に介護報酬の改定があり、デイサービスにおいて

口腔と栄養のスクリーニング加算が設けられた。デイサービスの職員は、口腔の

情報を持っておられるため、口腔の情報をケアマネジャーに伝え、デイサービス

とケアマネジャーと歯科の連携によって口腔の問題に取り組みやすくなることか

ら、デイサービスに働きかけていきたい。 

２、竜王小学校建設基本計画策定（中間報告）について。 

１）現在までの取組状況。 

２）今後の予定。 

３）まとめ。 

竜王小学校建設基本計画策定委員会において、基本構想のコンセプトに基づい

た竜王小学校の整備の在り方を検討され、竜王小学校建設基本計画が進められて

いることを確認した。 

主な質疑応答。 

問）竜王小学校については、１０年ほど前に大規模改修から建て替える意向と

なった。当時、どのような教育をするかに重きを置いて学校を造ってほしいとい

う意見が多かったが、今後、どのように考えているのか。 

答）１０年前に約束をしたことを実現するために、令和７年度の開校を目指し

ていきたい。竜王の子どもたちが夢と志をしっかり持って、未来に向かってたく

ましく生きられるようになってほしい。郷土愛や地元愛を大切にして育てること

で、一旦外に出ても竜王町に戻ってきてくれる取組をしたい。 

以上、教育民生常任委員会所管事務調査報告とします。 

○議長（貴多正幸） ただいま各常任委員会委員長より、それぞれ報告がございま

した。 

この際、一括して、委員長報告に対しての質疑がありましたら発言願います。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） ないようでありますので、各常任委員会委員長報告はこれで

終結いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１７ 議員派遣について 

○議長（貴多正幸） 日程第１７ 議員派遣についてを議題といたします。 
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お諮りいたします。 

会議規則第１２６条の規定により、お手元に配付のとおり議員を派遣すること

にいたしたいと思います。 

なお、緊急を要する場合は、議長においてこれを決定いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） 御異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いた

しました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告していただくようお願い

いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１８ 委員会の閉会中の継続調査の申出について 

○議長（貴多正幸） 日程第１８ 委員会の閉会中の継続調査の申出についてを議

題といたします。 

各委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付いたしました

とおり閉会中の所管事務等の継続調査の申出があります。 

お諮りいたします。 

各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） 御異議なしと認めます。よって、本件は各委員長から申出の

とおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

この際、町長より発言の申出がございますので、これを認めることにいたしま

す。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） 令和４年竜王町議会第１回定例会の閉会に当たり、一言御挨

拶を申し上げます。 

初めに、提案させていただきました案件に関しまして、慎重なる御審議を賜り、

原案どおりの内容でお認めをいただきましたことに厚く御礼を申し上げます。ま

た、各委員会や一般質問の場においていただきました御意見、御提言等につきま

しては、その対応に十分留意して今後の町政運営に当たってまいりますので、今
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後とも格段の御指導、御鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

週が変われば新たな年度がスタートいたします。本日、お認めいただきました

令和４年度当初予算に基づきまして、「明るく元気で活力あふれる強いまち竜王

町」、「次世代に誇れるまち竜王町」、「若者も暮らしたい 希望かなえる 輝

竜の郷～心弾む 新時代へのチャレンジ～」、また、「コンパクトシティ化構想」

などの実現に向けて鋭意取り組んでまいります。 

春の日差しが心地よい季節になってまいりましたが、朝夕は、まだまだ寒さが

残るところでございます。議員の皆様におかれましては、くれぐれも健康には御

留意いただき、町政進展のため、引き続き御活躍いただきますよう御祈念申し上

げまして、閉会に当たりましての御挨拶とさせていただきます。誠にありがとう

ございました。 

○議長（貴多正幸） 閉会にあたりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

今期定例会は、去る３月２日に招集され、本日までの２４日間にわたり開会い

たしましたところ、議員各位におかれましては、連日にわたりまして御出席を賜

り、会期中、令和４年度一般会計・特別会計予算や条例改正など数多くの重要な

案件について慎重に御審議をいただき、大変御苦労さまでございました。また、

執行部におかれましては、適切なる対応をしていただき、議事運営に御協力を賜

り、ありがとうございました。議員各位、並びに執行部各位の御協力に対しまし

て、厚くお礼申し上げます。 

執行部におかれましては、今定例会で本会議、委員会で各議員が述べられまし

た意見や要望を十分尊重され、新年度の町政執行に反映させるとともに、早急に

目に見える具体的な取組を実行されますことをお願い申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染者数は、国内では約６２４万人となっておりま

す。また、滋賀県では、約６万５，０００人、竜王町で約５５０人となっており

ます。変異株も含めた感染再拡大も強く懸念され、いまだ終息の気配が見えない

状況です。３回目のワクチン接種も開始されておりますが、決して気を緩めるこ

となく、一人一人が感染防止のため、なお一層適切な行動をとることが大事であ

り、一日も早い終息を願うところであります。 

町内では、４月から当町の将来を担う子どもたちの晴れ舞台でもあります、入

園式、入学式が挙行されます。また、コロナ禍での自治会や各種団体、企業等で

総会等、様々な事業運営がスタートします。 

執行部におかれましては、ウィズコロナ時代を見据え、新しい生活様式に適応



148 

し、さらには、社会経済活動の一日も早い回復のための効果的な施策を期待する

ものであります。特にコンパクトシティ化構想に基づく中心核整備、そのリーデ

ィングプロジェクトである竜王小学校の移転新築に向けた基本設計及び実施設計、

若者の定住対策や教育の充実など、着実に進めていただきたいものであります。

また、第六次竜王町総合計画に掲げられている竜王町の将来像を具現化するため

の施策についても期待するものであります。 

しかしながら、限られた職員数で、多大な事務量や課題も山積されています。

町民からの信頼を損なうことのないよう、また、町行政の信頼は日々の正しい事

務処理にあると、さらに認識を深めていただきたいものであります。 

竜王町議会におきましても、各議員が自ら学習し調査研究を続け、安心・安全

で住み良いまちとなるよう行政とともに頑張っていくところです。 

令和３年度も余すところ１週間となってまいりました。議員各位並びに執行部

各位におかれましては、新しい年度に向け、くれぐれも御自愛いただき、町政の

振興発展のため、なお一層の御尽力をいただきますようお願い申し上げ、閉会に

当たっての御挨拶といたします。 

以上をもちまして、令和４年第１回竜王町議会定例会を閉会いたします。 

大変御苦労さまでございました｡ 

閉会 午後２時４３分 
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